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裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
の
選
挙　
　

（
四
八
八
）
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��

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他

の
各
種
の
委
員
等
の
選
挙

四
八
八　

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
は
、
一

定
数
以
上
の
議
員
が
所
属
す
る
会
派
に
、
そ
の
所
属
議
員
数
に
比

例
し
て
割
り
当
て
る
の
を
例
と
す
る

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
本
院
議
員
の
中
か
ら
選
任
、
指
名
又
は
推
薦
す
る
各
種
の
委
員
等
は
、
こ
れ

を
併
せ
て
、
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
の
午
前
十
時
現
在
に
お
け
る
所
属
議
員
十
人
以
上
の
会

派
（
議
院
運
営
委
員
の
割
当
て
の
あ
る
会
派
）
に
、
そ
の
所
属
議
員
数
の
比
率
に
よ
り
、
こ
れ
を
割
り
当
て
る
の
を
例
と
す

る
。
ま
た
、
各
種
委
員
の
各
会
派
割
当
数
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
等
の
割
当
変
更
の
基
準
（
第
八
十
六
回
国
会

閉
会
後
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
決
定
）
に
よ
る
の
を
例
と
す
る
。

本
院
議
員
の
中
か
ら
選
任
、
指
名
又
は
推
薦
す
る
各
種
の
委
員
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
議
院
に
お
い
て
選
任
又
は
指
名
す
る
も
の



五
九
二

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
人

同　

予
備
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
人

裁
判
官
訴
追
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
人

同　

予
備
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人

皇
室
会
議
予
備
議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
人

皇
室
経
済
会
議
予
備
議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
人

検
察
官
適
格
審
査
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
人

同　

予
備
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
人

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員　
　
　
　
　
　
　

三
人

国
土
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
人

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
委
員　
　
　
　

四
人

㈡　
議
長
が
推
薦
す
る
も
の

国
土
審
議
会
特
別
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人

　

（
北
海
道
開
発
分
科
会
）

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人
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裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
の
選
挙　
　

（
四
八
九
）

　

（
豪
雪
地
帯
対
策
分
科
会
）

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
人

　

（
離
島
振
興
対
策
分
科
会
）

地
方
制
度
調
査
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
人

選
挙
制
度
審
議
会
特
別
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
）
第
四
十
九
回
国
会
昭
和
四
十
年
七
月
三
十
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
各
種
委
員
は
今
後
所
属
議
員
十
人
以
上
の
会
派

に
割
り
当
て
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

参
照　

一
一
四
号
、
一
二
二
号

四
八
九　

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
の
選
挙

手
続
に
関
す
る
例

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
本
院
議
員
の
中
か
ら
選
任
又
は
指
名
す
る
各
種
の
委
員
等
の
選
挙
は
、
議
長

の
発
議
又
は
議
員
の
動
議
に
よ
り
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
議
長
が
指
名
す
る
の
を
例
と
す
る
。
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所

裁
判
員
予
備
員
等
の
職
務
を
行
う
順
序
の
決
定
は
、
議
長
に
一
任
す
る
の
を
例
と
す
る
。

規 

第
二
四
八

条
―

　

 

第
二
五
〇

条



五
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四

ま
た
、
議
長
の
推
薦
に
よ
り
内
閣
に
お
い
て
任
命
す
る
各
種
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
院
運
営

委
員
会
に
諮
る
の
を
例
と
す
る
。

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
及
び
同
予
備
員
並
び
に
裁
判
官
訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
裁
判

員
及
び
同
予
備
員
に
つ
い
て
は
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
及
び
衆
議
院
に
、
裁
判
官
訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
に
つ
い
て
は

裁
判
官
訴
追
委
員
会
及
び
衆
議
院
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
こ
の
場
合
、
予
備
員
に
つ
い
て
は
そ
の
職
務

を
行
う
順
序
を
付
記
す
る
。
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
を
選
任
若
し
く
は
指
名
し
た
と
き
又
は
議
長
に
お
い
て
推
薦
す

る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
内
閣
に
通
知
す
る
。
こ
の
場
合
、
皇
室
会
議
及
び
皇
室
経
済
会
議
の
予
備
議
員
に
つ
い
て
は
そ

の
職
務
を
行
う
順
序
を
、
検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
の
予
備
委
員
に
つ
い
て
は
委
員
何
某
君
の
予
備
委
員
で
あ
る
旨
を

そ
れ
ぞ
れ
付
記
す
る
。

（
注
）
第
百
二
十
六
回
国
会
平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
仮
議
長
、
常
任
委
員
長
、
事
務
総
長
、

両
院
協
議
会
協
議
委
員
、
同
協
議
委
員
の
補
欠
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
、
中
央
選
挙
管
理

会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
任
又
は
指
名
を
議
長
に
委
任
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
都
度
、
議
院
運
営
委
員
会
の
決
定
に

基
づ
き
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

参
照　

二
一
八
号
、
二
五
五
号
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裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
の
選
挙　
　

（
四
九
〇
）

四
九
〇　

各
種
の
委
員
等
の
辞
任
に
つ
い
て
法
規
に
定
め
の
な
い
場
合
の
取

扱
い
に
関
す
る
例

皇
室
会
議
予
備
議
員
、
皇
室
経
済
会
議
予
備
議
員
、
検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
、
同
予
備
委
員
及
び
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
道
建
設
会
議
委
員
の
辞
任
に
つ
い
て
は
、
法
規
に
定
め
が
な
い
の
で
、
第
三
回
国
会
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十

五
日
両
議
院
事
務
局
、
宮
内
府
、
内
閣
官
房
及
び
法
務
庁
間
に
お
い
て
協
議
決
定
し
た
次
の
取
扱
い
に
よ
る
の
を
例
と

す
る
。

国
会
議
員
が
議
院
に
お
け
る
互
選
だ
け
で
（
任
命
行
為
が
な
く
て
）
他
の
機
関
の
構
成
員
た
る

地
位
に
就
く
者
の
辞
任
に
つ
き
、
法
律
及
び
規
則
に
定
め
が
な
い
場
合
の
取
扱
い

（
例
） 

皇
室
会
議
及
び
皇
室
経
済
会
議
の
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
（
皇
室

典
範
第
三
十
条
第
三
項
、
皇
室
経
済
法
第
十
一
条
第
一
項
）
、
検
察
官
適
格
審
査
会
の
両
議
院
の
議
員
た
る
委
員 

（
検
察
庁
法
第
二
十
三
条
第
四
項
、
検
察
官
適
格
審
査
会
令
第
一
条
）

こ
こ
に
掲
げ
た
諸
例
の
者
の
辞
任
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
な
ん
ら
の
規
定
が
な
い
。
よ
っ
て
取
扱
い
と
し
て
次
の
ご

と
く
し
た
い
。

一
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ
の
任
を
辞
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
辞
表
を
そ
の
会
議
の
議
長
又
は
委
員
会
の
委
員
長
あ
て
に



五
九
六

提
出
す
る
。

二
、
辞
表
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
又
は
委
員
長
は
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
。

三
、
内
閣
総
理
大
臣
が
こ
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
関
係
議
院
の
議
長
あ
て
に
補
欠
を
求
め
る
。

四
、
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
後
任
者
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
前
任
者
は
そ
の
任
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
付
） 
議
員
の
死
亡
又
は
退
職
に
よ
り
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
通
知
を
要
し
な
い
で
議
院
に
お
い
て
そ
の
補
欠

を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
注
）
現
在
、
右
記
の
取
扱
い
に
お
け
る
辞
表
は
、
内
閣
総
理
大
臣
宛
て
に
提
出
し
て
い
る
。


